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ある。メイン教材は『みんなの日本語初級Ⅰ第 2 版本冊』で、学期中に 1 課から 19 課

















 作文では、語彙から文・談話を形成する力の養成を目指した。学生はまず第 1 稿を次
の手順で作成した。①示されたトピックから思いついた語彙を書き出す、②アウトライ
ンを書く、③②を元に作文を書く。従来はこの後、クラスメイトと作文を交換し、推敲


















なく授業運営が行えたことは 1 つの成果である。ただし、これは履修学生が 1名であり
個別対応が可能であったこと、日本語未習の学生が履修可能な入門クラスでありながら、
学生に日本語学習歴があったことが寄与しているものと思われる。 
 今後、入門レベルの総合科目をオンラインで行う場合、以下のような課題があると考
えられる。まず、文字の習得について、オンライン授業では文字を手書きする機会が大
幅に減少することが挙げられる。オンライン授業において日本語の文字が書けることそ
のものを求めるか否かも含めて今後議論の余地がある。 
クイズ、試験の実施方法についても、今回の対応は少人数ゆえに可能であったため、
今後クイズや試験のあり方も検討する必要がある。何かを参照して解くことや、何度で
も受けられることを前提に作るなど、テストについての考え方自体を転換する可能性も
あり得るだろう。 
 最後に、交換留学生対象の日本語クラスをオンラインで行うことについて問題提起し
ておきたい。今回の履修学生は、マンツーマンで授業を受けられたことに満足していた
一方で、キャンパスでの対面授業を強く望んでいた。交換留学生にとって、日本の大学
生活を体験し、また他の留学生や日本の大学生など、そこで出会う人々と交流すること
は留学の意義の一つである。今回はやむを得ない状況ではあったが、今後オンライン授
業の実施を積極的に検討することがある場合には、交換留学生対象の日本語クラスをオ
ンラインで実施する意義や、その内容について慎重に検討する必要があると考える。 
